
H28年基準より劣る

熱損失量が　　　　　　　多い

●断熱性能

●建物から逃げる熱量（熱損失量）[W/K]

H28年基準 診断中の建物

●室温・年間暖冷房費

●平面図・断熱性能３Ｄパース
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▼(部位別)建物が損失する熱量(W/K)の比較W/K
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▼【参考】年代別の断熱性能

断熱等性能等級

建築年代

相当する省エネ基準 ※

UA値（W/㎡K）

断熱強度

イメージ

-

昭和55年以前

基準なし

-

29

等級２

昭和55年～平成4年

S55年基準

1.67以下

52

等級３

平成4年～平成11年

H4年基準

1.54以下

56

等級４

平成11年～

H28年基準

0.87以下

100

等級４超

-

ZEH基準

0.60以下

145

断熱強度

※ 省エネ基準とは…昭和55年、平成4年、平成11年、平成28年に改正された省エネ法で示された改正当時の建物の断熱性能を示す基準
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熱損失量

年間暖冷房費

343.13 [W/K]

667.31 [W/K]

※屋根・天井・外壁・窓などから損失する熱量のこと。断熱性能が低いほど建物から逃げる熱量は多くなる。

※一次エネルギー消費量を元に算出した1年間にかかる暖冷房費。断熱性能が低いほど年間暖冷房費は大きくなる。

屋根/
天井

高性能グラスウール16K170mm

外壁 高性能グラスウール16K70mm

床/
基礎

高性能グラスウール16K80mm

屋根/
天井

グラスウール16K100mm

窓 金属製+単板ガラス

外壁 グラスウール16K50mm（内装下地材な
し）

床/
基礎

無断熱

▼冬期予測室温

11,000円

0円

22,000円

33,000円
▼暖冷房費
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天井

外壁 床開口 基
礎

換気

屋根/
天井

外壁 床開口 基
礎

換気
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5地域    (茨城県-つくば市（旧つくば市))

省エネサンプルプラン (プラン４) 145.75㎡  (1階 ： 82.81㎡、2階 ： 62.94㎡)

株式会社インテグラル一級建築士事務所 インテグラル
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H28年基準 診断中の建物

94％

343.13 [W/K] 667.31 [W/K]
H28年基準 診断中の建物

年間67,085円
暖冷房費が高い

\73,106 \140,191
H28年基準 診断中の建物

換気
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実線：H28年基準 点線：診断中の建物

2F1F方位

窓 複層ガラス（A6～A10）
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▼熱損失量

U値
0.24

U値
0.53

U値
4.07

U値
0.46

U値
0.50

U値
0.83

U値
6.51

U値
2.67

■UA値（外皮平均熱貫流率）：UA値（ユーエー値）とは床、外壁、屋根（天井）や開口部などを通過して外部に逃げる熱量を、外皮全体で平均した値で、熱損失の合計を外皮面積の合計で
　　除したもの。値が小さいほど断熱性能、省エネルギー性能が高いことを示します。
■断熱強度（熱の逃げにくさ）：本システムにおける独自の指標です。Ｈ28年基準における断熱性能（熱の逃げにくさ）を100とした場合の診断中の建物の断熱性能の値で、H28年基準のUA値を
　　診断中の建物のUA値で除し100倍したもの。値が100を下まわると、断熱性能はH28基準値より劣ると言えます。

UA値（外皮平均熱貫流率）判定

[℃]
H28年基準 診断中の建物

H28年基準

診断中の建物

絵でみるわが家の断熱診断書
日付：2018年06月06日 13:28:01
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建物名：省エネサンプルプラン
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